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Abstract 

本研究では、外国語学習者の外国語単語リー

ディング時に母語の文字体系の影響があるかど

うかについて検証するため、機能的磁気共鳴画

像法（fMRI）による実験を行った。結果として

母語の文字体系の違いにより、外国語単語リー

ディング時における脳活動に違いが見られるこ

とが実証された。特に母語と外国語との間に言

語構造上の違いが存在する場合、脳内ではより

多くの賦活を必要とした。この結果は、母語の

違いが外国語理解処理に影響を与えるという仮

説を支持する。 
 
Keywords ―  fMRI, 認知神経科学 , リーディン
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1. 研究の背景及び目的 

 近年、母語と外国語は脳内でどのように処理

されているか、についての研究が盛んに行われ

てきている。しかしながら特に neuroimaging
研究では、それぞれの実験において使用されて

いる母語・外国語間の特徴の違いについては、

あまり考慮されてこなかった[1-3]。この点は、

外国語学習における母語の影響があるとすれば、

それを利用して外国語学習をより効率的に行う

方法の開発につながるため、そのメカニズムの

解明は実際の外国語学習・教育の場において有

用であると考えられる。 
 単語のリーディングにおいては、アルファベ

ット・中国語（漢字）・ひらがななどの文字体系

の違いにより、脳内では処理を担当する部位が

異なることが分かっている[4]。よって母語と外

国語における単語リーディングでは、この文字

体系の違いが脳内での処理パターンに大きく影

響する可能性が示唆される。我々が調べた限り

では、母語と外国語との間での文字体系の違い

を脳機能画像法で調べた研究が一つ存在する。

Tan et al. (2003)では、英語母語話者と中国人

英語学習者の双方に、英語単語リーディング課

題を行った際の脳活動を fMRI によって撮像し

た[5]。また、中国人学習者には中国語単語のリ

ーディング課題も行った。その結果、英語母語

話者と中国人英語学習者は、同じ英語単語を読

んでいるにも関わらず脳活動が異なった。さら

には中国人英語学習者の英語リーディング時の

脳活動は、中国語単語リーディング時と同じ脳

領域での活動が観察された。よって、単語リー

ディング時の脳内処理パターンは、母語におけ

る文字体系処理に使われる部位が担当する、と

結論付けた。しかしこの研究では、英語母語話

者が中国語単語を読んだ際の脳活動を撮像して

おらず、逆が成り立つのか否かについては不明

である。また母語と外国語とで文字体系が類似

している場合のデータも得られていない。 
そこで本研究では、中国人日本語学習者と韓

国人日本語学習者に、日本語のひらがな単語を

読ませたときの脳活動を fMRI によって撮像し、

比較した。中国人の母語の文字体系は表意文字

である一方、韓国語の母語の文字体系は表音文

字である。よって、日本語のひらがなは表音文

字であるため、中国人学習者にとっては文字体

系が母語と異なるのに対し、韓国人学習者にと

っては類似していることになる。よって、同じ

日本語単語のリーディングに対し、母語との文

字体系との差異による効果を、両群の比較によ

って検証できる。 
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2. 方法 

 実験では、中国人 11 名、韓国人 7 名のデ

ータを、東北大学に設置してある MRI スキャ

ナによって撮像した。口頭で実験説明を行い、

書面にてインフォームドコンセントを得た。実

験は東北大学で承認を受け、ヘルシンキ宣言に

基づき行った。被験者は日本語能力試験 2級に

て両グループに習熟度の差がないことを確認し

た。年齢にも差がなかった。実験では、MRIス
キャナの中で「れいぞうこ」といった日本語能

力検定 3 級・4 級から選定した単語を視覚提示

し、正しい日本語の単語であるかどうかをボタ

ン押しで判断させた。問題数は 90問であった。

刺激提示時間 2 秒、課題間インターバル 2 秒、

6 問ごとに休憩 28 秒を入れた。刺激提示は

E-prime software v.1.3を用いた。解析には標

準的 fMRI データ解析ソフト SPM8 を用いた。

一般的手順により各被験者データを解析し、中

国人・韓国人データを直接比較した。 
 

3. 結果及び考察 

 結果として年齢・習熟度に差がなく、また全

く同じ日本語単語を読んでいるにも関わらず、

脳活動に違いが見られた（図 1、2）。よってこ

の違いは、中国人・韓国人の母語の違いによる

影響以外に考えられない。 
 

 
図 1：左中前頭回における活動の違い 

 
ただし、母語の文字体系処理に関与する部位

が外国語単語リーディング時にも活動する、と

いう Tanらの仮説とは一部食い違っていた。図

1 の脳領域は表意文字である中国語の処理時に

活動する部位と一致しており[4]、外国語である

ひらがな処理時にも中国人のみが活動している

ため、Tanらの仮説に一致している。しかしな

がら、表音文字の処理時に活動するとされる左

下側頭回[6,7]では、中国人・韓国人間に脳活動

の差がなかった。Tanらの仮説に基づけばこの

領域は韓国人のみに活動が見られる領域である

はずであるが、その領域の活動に差は見られな

かった。よって中国人は表意文字処理に関与す

る脳部位も活動していることになる。 

 

 
図 2：左小脳における活動の違い 
 

4. 結論 

  本研究の結果より、母語の文字体系は外国語

単語リーディング時の脳活動に影響を及ぼすが、

母語の文字体系処理に関与する脳領域のみが外

国語処理時にも活動する、という Tanらの主張

と少し異なり、外国語処理時には、母語と外国

語の間で言語構造上の違いが存在する場合にの

み、母語処理・外国語処理双方に関与する脳領

域における活動が生じる一方、母語と外国語と

の間で言語構造上の違いが見られない場合は、
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母語・外国語共通で使われる脳部位のみが活動

する、という結果となった。これは、母語と外

国語との間に言語構造上の違いが存在する場合、

脳内ではより多くの賦活を必要とするというこ

とから、心内での処理負荷が高いということが

示唆される。 
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